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は
じ
め
に

熊
野
は
多
く
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
た
日
本
有
数
の
霊
場
で
あ
る
。
筆
者
は
、
か
つ
て
霊
場
を
「
霊
場
と
は
、
宗
教
家
に
よ
っ

て
由
緒
や
霊
験
が
説
か
れ
た
神
仏
が
祀
ら
れ
、
多
く
の
信
者
が
自
由
に
参
詣
で
き
る
聖
地
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
（
時
枝  

二
〇
一
四
）
が
、
霊
場
に
は
多
く
の
参
詣
者
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
も
、
霊
場
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
交
通
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
熊
野
で
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
実
態
が
あ
き
ら
か
で
な
く
、
唯
一
熊
野
古
道
だ
け
が
宣
伝
さ
れ
て
有
名
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
陸
上
交
通
に
よ
っ
て
京
都
と
熊

野
が
結
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
山
本
殖
生
は
早
く
か
ら
河
川
交
通
の
重
要
性
に
注
目
し
て
い

た
（
山
本 

二
〇
〇
六
）
が
、
地
方
出
版
物
で
あ
っ
た
た
め
も
あ
り
無
視
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
熊
野
三
山
の
一
つ
、
熊
野
新
宮
速
玉
大
社
に
近
い
場
所
で
、
新
宮
市
文
化
複
合
施
設
の
建
設
に

際
し
て
、
二
〇
一
五・
一
六
年
と
二
〇
一
八
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
新
宮
城
下
町
遺
跡）

1
（

の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
思
い
が
け
ず
中
世
の
港
湾
遺
跡
が
姿
を
現
し
、
関
係
者
を
驚
か
せ
た
。
港
湾
遺
跡
と
い
う
が
、
実
際
に
港
湾
施
設
そ
の

も
の
が
検
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
港
湾
に
付
属
す
る
倉
庫
な
ど
の
施
設
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
図

中
世
港
湾
遺
跡
の
一
様
相

―
和
歌
山
県
新
宮
市
新
宮
城
下
町
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て

時
　
枝
　
　
　
務
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ら
ず
も
中
世
の
港
湾
の
景
観
を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

従
来
、
霊
場
と
し
て
の
熊
野
の
繁
栄
を
支
え
た
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
の
研
究
は
不
十
分
で
あ
っ
た
が
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
を

詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
霊
場
と
し
て
の
熊
野
の
経
済
的
背
景
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

新
宮
城
下
町
遺
跡
に
つ
い
て
は
。
す
で
に
大
部
な
発
掘
調
査
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）、
そ
の
な
か
で
詳
細
な
考
察
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
屋
上
屋
を
架
す
嫌
い
が
な
い

で
も
な
い
が
、
改
め
て
遺
構
の
検
討
を
お
こ
な
い
、
港
湾
遺
跡
と
し
て
の
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

一
　
新
宮
城
下
町
遺
跡
の
概
要

ま
ず
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
の
概
要
を
紹
介
し
、
以
後
の
考
察
の
基
礎
と
し
た
い
。

新
宮
城
下
町
遺
跡
は
、
和
歌
山
県
新
宮
市
下
本
町
に
所
在
し
、
熊
野
川
の
右
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
地
形
的
に
は
、
熊
野
川

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
、
標
高
は
九
ｍ
を
測
る
。
熊
野
川
は
、
遺
跡
付
近
か
ら
川
幅
を
増
し
、
河
口
部

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
遺
跡
付
近
か
ら
太
平
洋
ま
で
は
約
二
㎞
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
河
口
か
ら
熊
野
川
を
二
㎞
遡
っ
た

地
点
に
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
が
位
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
海
で
は
な
く
河
口
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
河
湊
と
す

る
意
見
も
根
強
い
が
、
中
世
の
港
湾
遺
跡
が
河
口
か
ら
遡
っ
た
地
点
に
占
地
す
る
事
例
が
多
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
河
湊
と
い

う
理
解
だ
け
で
は
不
十
分
な
よ
う
に
思
う
。
船
の
安
全
を
考
え
れ
ば
、
海
の
沿
岸
よ
り
も
、
河
口
を
僅
か
に
遡
っ
た
地
点
の
方

が
遥
か
に
停
泊
の
た
め
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
新
宮
城
下
町
遺
跡
の
東
側
に
接
し
て
丹
鶴
山
が
あ
り
、
近
世

の
新
宮
城
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
東
南
麓
に
は
陶
磁
製
の
骨
壺
を
伴
う
中
世
墓
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
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東
側
に
は
蓬
莱
山
が
あ
り
、
そ
の
山
麓
に
鎮
座
す
る
阿
須
賀
神
社
境
内
か
ら
多
量
の
懸
仏
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
（
新
宮
市

教
育
委
員
会
二
〇
一
九
）、
熊
野
参
詣
の
隆
盛
を
物
語
る
考
古
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。

新
宮
城
下
町
遺
跡
の
基
本
層
序
は
、
上
面
か
ら
順
に
み
る
と
、
第
1
層
が
旧
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
造
成
土
、
第
2
層
が
近
世

か
ら
一
九
四
六
年
の
南
海
地
震
ま
で
の
整
地
土
、
第
3
層
が
中
世
の
包
含
層
、
第
4
層
が
縄
文
時
代
の
包
含
層
、
第
5
層
が
地

山
の
砂
層
で
あ
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
遺
構
面
が
確
認
で
き

た
の
は
、
第
2
層
上
面
、
第
3
層
上
面
、
第
4
層
上
面
で
、
三
面
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
4
層
上
面
で
の
確
認

は
部
分
的
で
、
大
部
分
の
地
点
で
は
実
質
的
に
二
面
で
あ
っ
た
。
第
2
層
上
面
が
近
世
、
第
3
層
上
面
が
中
世
、
第
4
層
上
面

が
縄
文
時
代
で
あ
っ
た
。
第
3
層
上
面
の
確
認
面
は
、
基
本
的
に
中
世
後
期
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
中
世
前
期
の

遺
稿
も
同
一
面
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

近
世
の
遺
構
は
、
中
世
の
遺
構
面
を
覆
っ
て
お
り
、
中
世
と
近
世
の
断
絶
を
物
語
る
。
近
世
後
期
の
絵
図
と
対
比
す
る
と
、

調
査
区
の
東
寄
り
三
分
の
一
の
地
点
に
南
北
方
向
の
道
路
が
走
り
、
そ
の
東
側
に
三
軒
、
西
側
に
四
軒
の
屋
敷
が
配
さ
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
当
然
、
三
分
割
の
東
側
の
屋
敷
が
広
く
、
四
分
割
の
西
側
の
屋
敷
が
狭
か
っ
た
。
屋
敷
の
面
積
か
ら
す
れ

ば
、
東
側
の
屋
敷
の
住
人
の
方
が
西
側
の
屋
敷
の
住
人
よ
り
も
社
会
的
に
上
層
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
家
臣
団
の
配
置

と
屋
敷
割
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
発
掘
地
点
は
、
新
宮
城
の
大
手
に
近
く
、
上
層
家
臣
が
居
住
し
た
可

能
性
が
高
い
が
、
西
側
の
屋
敷
の
あ
り
方
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
配
置
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

道
路
に
面
し
た
部
分
や
屋
敷
境
は
、
石
垣
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
て
い
る
が
、
修
築
さ
れ
た
部
分
も
多
く
、
当
初
の
状
況
を
復

元
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
南
北
方
向
の
道
路
を
基
準
と
し
た
屋
敷
割
の
あ
り
方
は
確
定
し
て
い
る
の
で
、
石
垣
も

そ
の
地
割
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

屋
敷
内
に
は
、
中
世
以
来
の
竪
穴
建
物
な
ど
も
み
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
詳
細
は
不
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明
な
点
が
多
い
。

近
世
の
遺
構
は
、
よ
り
広
範
囲
な
地
割
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
屋
敷
割
の
特
色
も
そ
の
な
か
で
検
討
す
べ
き

で
あ
る
が
、
今
回
は
中
世
を
中
心
に
検
討
し
た
い
の
で
、
詳
細
な
検
討
を
省
略
す
る
。

中
世
の
遺
構
は
、
南
北
方
向
の
道
路
を
基
軸
に
、
東
西
で
異
な
っ
た
様
相
を
み
せ
る
。
南
北
方
向
の
道
路
は
、
近
世
と
同
じ

位
置
に
営
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
成
立
は
中
世
前
期
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
道
路
の
北
端
が
熊
野
川
に
通
じ
る

こ
と
か
ら
、
港
湾
の
中
心
を
走
る
道
路
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
く
、
船
客
や
荷
物
が
往
来
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く 

な
い
。

道
路
の
東
側
の
南
半
分
で
は
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半
に
遡
る
桁
行
六
間
・
梁
行
四
間
の
大
型
総
柱
建
物
な
ど

四
棟
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
建
て
直
さ
れ
て
い
る
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
半
分
で
は
、
倉
庫
と
み
ら
れ
る
竪
穴
建
物
が
四
棟
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
時
期
的
に
は
南
半
分
よ
り
も
新
し
い
一
四
世
紀

末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

道
路
の
西
側
で
は
、
道
路
に
沿
っ
て
大
型
土
坑
が
並
ぶ
が
、
性
格
が
不
明
な
た
め
、
ど
う
解
釈
し
て
よ
い
か
不
明
で
あ
る
。

大
型
土
坑
に
は
柱
痕
が
な
く
、
地
上
に
建
築
物
が
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
か
と
い
っ
て
地
下
を
主
体
と
し

た
施
設
に
も
み
え
な
い
。
大
型
土
坑
の
大
部
分
は
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半
と
古
く
、
新
し
い
も
の
で
も
一
三
世
紀

末
か
ら
一
四
世
紀
後
半
で
、
中
世
前
期
の
う
ち
に
ほ
ぼ
納
ま
る
。
大
型
土
坑
は
、
中
心
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
間
隔
も
一
定
で
な

い
こ
と
か
ら
、
柵
な
ど
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
道
路
沿
い
に
集
中
す
る
こ
と
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
道

路
沿
い
以
外
の
場
所
に
散
在
す
る
大
型
土
坑
も
多
く
、
単
独
で
機
能
し
得
る
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
、
か
え
っ

て
大
型
土
坑
の
性
格
を
み
え
に
く
く
し
て
い
る
。

西
側
に
分
布
す
る
倉
庫
と
み
ら
れ
る
竪
穴
建
物
は
、
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
後
半
の
も
の
が
南
半
分
で
二
棟
、
一
四
世
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紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
の
も
の
が
北
半
分
を
中
心
に
一
九
棟
、
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
一
六
世
紀
後
半
の
も
の
が
南
半
分
で
三

棟
確
認
で
き
る
。
当
初
南
半
分
に
分
布
し
て
い
た
も
の
が
、
北
半
分
に
移
動
し
、
再
び
南
半
分
に
戻
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

北
半
分
に
分
布
の
中
心
が
あ
っ
た
一
四
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
は
、
熊
野
川
に
近
い
北
縁
に
集
中
す
る
傾
向
が
認
め
ら

れ
た
。
荷
物
を
運
ぶ
の
が
楽
な
熊
野
川
沿
い
に
、
倉
庫
と
み
ら
れ
る
竪
穴
建
物
が
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
景
観
は
港

湾
の
あ
り
方
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

西
側
の
南
半
分
で
は
、
無
数
の
柱
穴
と
思
し
き
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
、
三
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
性
格
に

つ
い
て
は
後
で
考
察
す
る
が
、
ピ
ッ
ト
の
数
か
ら
し
て
三
棟
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
多
数
の
掘
立
柱
建
物
が

建
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
時
期
は
一
三
世
紀
の
可
能
性
が
高
く
、
中
世
前
期
の
所
産
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、

無
数
の
ピ
ッ
ト
の
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
以
後
の
遺
構
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
あ
る
程
度
長
期
に
わ

た
っ
て
掘
立
柱
建
物
が
存
在
し
た
と
考
え
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、
石
垣
・
溝
な
ど
が
部
分
的
に
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
土
地
の
区
画
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
近
世
の
も
の
ほ
ど
計
画
的
で
は
な
く
、
全
体
的
な
配
置
が
読
め
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
階
段

は
一
段
下
の
面
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
中
世
の
港
湾
へ
至
る
施
設
と
し
て
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
一
段
下
の
面
で
検
出
さ
れ
た

鍛
冶
遺
構
は
、
文
字
通
り
港
湾
施
設
と
の
関
連
で
理
解
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
鍛
冶
遺
構
に
つ
い
て

は
、
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
な
点
が
多
い
が
、
和
釘
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
造
船
施
設
と
関
連
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

中
世
の
出
土
遺
物
は
豊
富
で
あ
る
が
、
仏
具
な
ど
の
特
徴
的
な
も
の
が
見
ら
れ
な
い
点
に
、
日
常
的
な
性
格
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
土
師
器
の
遺
物
全
体
に
お
け
る
占
有
率
が
高
く
、
六
二
％
に
達
す
る
。
な
か
で
も
、
皿
が
多
い
と
さ
れ
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る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）
が
、
坏
の
占
め
る
割
合
も
無
視
で
き

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
然
、
鍋
・
釡
も
土
師
器
が
主
体
を
占
め
、
日
常
什
器
は
土
師
器
が
優
越
す
る
。
通
常
、
土
師
器

は
在
地
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
産
地
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
在
地
に
限
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
熊
野
の
特
性

が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
割
合
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
一
定
数
の
搬
入
品
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
逆

に
在
地
産
が
あ
る
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
。
鍋
で
は
、
伊
勢
産
が
顕
著
で
あ
り
、
伊
勢
地
方
か
ら
の
搬
入
が
み
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
熊
野
に
お
け
る
土
器
の
生
産
と
消
費
の
あ
り
方
を
象
徴
的
に
示
し
て
お
り
、
通
常
の
地
域
と
の
差
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
瓦
器
の
一
定
量
の
流
入
が
み
ら
れ
る
が
、
畿
内
か
ら
の
搬
入
品
と
み
て
よ
く
、
人
の
移
動
に
伴
う
製
品

の
搬
入
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

陶
磁
器
で
は
、
常
滑
・
瀬
戸
・
渥
美
・
山
茶
碗
が
多
く
み
ら
れ
、
東
海
地
方
か
ら
の
搬
入
品
が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
渥
美
と
山
茶
碗
は
、
一
二
世
紀
に
多
く
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
同
時
期
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

時
期
的
な
傾
向
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
常
滑
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
が
、
古
い
も
の
は
一
二
世
紀
に
遡
る
。
一
方
、
瀬
戸

は
、
一
三
世
紀
の
古
瀬
戸
を
遡
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
東
播
系
中
世
須
恵
器
な
ど
、
西
か
ら
の
搬
入
品
も
少
な
か
ら
ず
み
ら

れ
、
東
西
か
ら
の
流
通
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
量
的
に
は
少
な
い
も
の
の
、
備
前
な
ど
も
認
め
ら
れ

る
が
、
む
し
ろ
中
世
後
期
の
動
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

輸
入
陶
磁
で
は
、
青
磁
・
白
磁
が
一
定
量
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
染
付
は
至
っ
て
少
な
い
。
こ
れ
は
、
遺
跡
の
存
続
し

た
期
間
を
反
映
し
て
お
り
、
一
六
世
紀
に
は
本
遺
跡
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
中
世
前
期
で
は
、
白
磁
四
耳
壺

や
青
白
磁
梅
瓶
が
出
土
し
て
お
り
、
報
告
書
で
稀
少
な
品
と
し
て
注
目
し
て
い
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和

歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）
が
、
中
世
前
期
の
拠
点
的
な
遺
跡
で
は
む
し
ろ
一
般
的
な
も
の
と
い
え
る
品
物
か
も

し
れ
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
の
陶
磁
器
が
み
ら
れ
な
い
の
も
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
活
動
が
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
と
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み
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
輸
入
陶
磁
の
出
土
量
が
全
体
と
し
て
少
な
く
、
国
際
的
な
貿
易
港
で
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な

い
。
と
は
い
え
、
国
際
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
銭
貨
を
事
例
に
後
述
す
る
。

陶
磁
器
や
土
器
以
外
の
遺
物
で
は
、
包
含
層
出
土
の
短
刀
・
飾
金
具
、
遺
構
三
〇
〇
出
土
の
開
元
通
宝
・
元
豊
通
宝
・
洪
武

通
宝
・
永
楽
通
宝
、
遺
構
七
六
〇
出
土
の
硯
・
和
釘
、
遺
構
一

－

六
二
出
土
の
飾
金
具
、
遺
構
四
〇
〇
一
出
土
の
笄
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
る
。
宗
教
用
具
が
な
い
と
こ
ろ
に
遺
跡
の
性
格
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
ほ
か
、
本
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
土
器
・
弥
生
土
器
・
土
師
器
・
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、
縄
文
時
代
に
関
し
て
は
土

坑
が
検
出
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
大
部
分
が
中
世
に
削
平
さ
れ
て
お
り
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
も
の
が
確
認
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
時
期
は
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
か
ら
後
期
中
葉
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
土
器
自
体
は
搬
入
品
の
可
能
性

が
高
い
と
い
う
。
遺
構
の
状
態
は
、
集
落
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
小
規
模
で
、
一
種
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
と
し
て
理
解
す

る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
破
壊
さ
れ
た
部
分
を
含
め
る
と
一
概
に
断
定
で
き
な
い
。

二
　
掘
立
柱
建
物
の
性
格

掘
立
柱
建
物
は
、
第
一
次
調
査
で
四
棟
、
第
二
次
調
査
で
三
棟
、
計
七
棟
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
と
対
応
し
な
い

柱
穴
も
数
多
く
み
ら
れ
、
実
際
の
数
は
遥
か
に
多
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
柱
穴
の
集
中
地
点
と
七
棟
の
掘
立
柱

建
物
の
所
在
地
点
は
お
お
む
ね
重
な
っ
て
お
り
、
掘
立
柱
建
物
の
所
在
場
所
は
七
棟
の
掘
立
柱
建
物
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
み

て
よ
い
。

も
っ
と
も
大
き
な
掘
立
柱
建
物
は
、
第
一
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
四
棟
で
あ
る
が
、
詳
細
な
報
告
が
な
く
、
図
面
も
全
体
図

で
あ
る
「
図
一
五
四 

時
期
別
主
要
遺
構
配
置
図
」
の
な
か
で
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
な
点
が
多
い
。
報
告
書
の
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「
六
章
ま
と
め
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
桁
行
六
間
・
梁
行
四
間
の
総
柱
建
物
で
、
ほ
ぼ
同
じ
位
置
で
建
て
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
た

結
果
、
四
棟
の
建
物
が
残
さ
れ
た
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。「
図

一
五
四 

時
期
別
主
要
遺
構
配
置
図
」
に
よ
れ
ば
、
南
北
方
向
に
六
間
、
東
西
方
向
に
四
間
で
、
南
北
に
主
軸
が
あ
る
建
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
全
体
図
で
は
、
時
期
ご
と
の
色
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半

に
創
建
さ
れ
、
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
後
半
と
一
四
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
建
て
直
さ
れ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
当
初
の
建
物
以
降
、
三
度
の
建

て
替
え
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
色
分
け
よ
り
も
一
回
多
い
建
て
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
若
干
の
齟
齬
が
み
ら
れ

る
。
時
期
区
分
よ
り
も
短
い
ス
パ
ン
で
の
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
図
示
で
き
な
い
情
報
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
ろ
う
が
、
情
報
提
供
の
不
備
は
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
度
の
建
て
替
え
を
経
て
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
前
半
ま
で
存
続
し
た
可
能
性
が
あ
る
施
設
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

総
柱
建
物
で
あ
る
以
上
、
床
を
も
つ
建
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
桁
行
六
間
・
梁
行
四
間
は
掘
立
柱
建
物
と
し
て
は

大
型
建
物
の
部
類
に
入
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
報
告
書
で
は
「
一
般
の
建
物
や
敷
地
で
は
な
く
、
有
力
者
の
屋
敷
地
な
い
し

は
寺
院
な
ど
の
宗
教
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
す
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ

ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）
が
、
中
世
初
期
で
掘
立
柱
建
物
の
寺
院
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
山
寺
な
ら
ば
と
も

か
く
、
平
地
寺
院
、
し
か
も
港
湾
に
所
在
す
る
寺
院
が
、
掘
立
柱
建
物
で
、
瓦
も
葺
か
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
も
常
識
的
な
判
断
に
過
ぎ
な
い
が
、
状
況
証
拠
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
寺
院
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
ら
ば
、「
有
力
者
の
屋
敷
地
」
と
し
て
理
解
で
き
る
可
能
性
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
河
野
眞
知
郎
は
、
大
倉
御
所
に
隣

接
し
た
「
東
御
所
」
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
構
を
事
例
に
、
鎌
倉
の
御
家
人
の
屋
敷
は
「
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
で
、
桁
行
六
〜
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七
間
、
梁
間
四
〜
五
間
と
い
う
大
型
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
（
河
野 

二
〇
一
五
）。
福
田
健
司
が
武
家
の
居
館
と
判
断
し

た
東
京
都
日
野
市
落
川
遺
跡
の
大
型
建
物
も
、
縁
側
を
も
つ
七
間
・
一
〇
間
の
総
柱
建
物
で
（
福
田 

二
〇
一
七
）、
鎌
倉
の
事

例
よ
り
も
大
規
模
で
は
あ
る
が
、
近
似
し
た
形
態
と
規
模
を
み
せ
て
い
る
。
傍
証
が
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

の
わ
ず
か
な
例
を
も
っ
て
し
て
も
、
掘
立
柱
建
物
・
大
型
建
物
・
総
柱
建
物
と
い
う
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

「
有
力
者
の
屋
敷
地
」
と
い
う
評
価
は
正
し
い
と
思
う
。
し
か
も
、「
有
力
者
」
が
武
家
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
お
の
ず
か
ら
い
え

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
大
型
総
柱
建
物
は
、
武
家
の
居
所
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
港
湾
に
面

し
て
い
る
立
地
か
ら
す
れ
ば
、
港
湾
の
管
理
に
な
に
が
し
か
の
権
利
を
有
し
た
人
物
の
屋
敷
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
管
理

施
設
的
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
建
て
替
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
一

個
人
の
屋
敷
と
み
る
よ
り
は
、
公
的
な
機
能
を
帯
び
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
度
も
建
替
え
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
機
能
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
、
重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き 

よ
う
。

次
に
、
掘
立
柱
建
物
1
（
第
1
図
）
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
お
こ
う
。
掘
立
柱
建
物
1
は
第
二
次
調
査
で
確
認
さ
れ
た
遺
構

で
、
報
告
書
に
も
丁
寧
な
記
載
が
あ
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。

東
西
二
間
・
南
北
三
間
の
側
柱
建
物
で
、
主
柱
穴
は
い
ず
れ
も
径
四
〇
〜
五
〇
㎝
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
約
五
〇
㎝
を
測
り
、

底
部
に
約
二
〇
㎝
大
の
礎
石
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
主
柱
穴
と
主
柱
穴
の
間
に
は
三
〜
五
本
の
小
柱
穴
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
径
約
三
〇
㎝
、
深
さ
約
二
〇
㎝
を
測
り
、
底
面
に
一
〇
〜
二
〇
㎝
大
の
扁
平
な
石
が
置
か
れ
て
お
り
、
小
柱
が
林
立

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
報
告
書
で
は
、「
こ
う
し
た
特
異
な
造
り
か
ら
、
こ
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
住
居
で

は
な
く
特
別
な
用
途
に
供
し
た
建
物
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
」
と
し
て
い
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団

法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）
が
、「
特
別
な
用
途
」
の
具
体
的
な
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
報
告
書
で
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第1図　掘立柱建物1実測図
（新宮市教育委員会ほか2021年による）

は
、
土
師
器
皿
と
土
師
器
鍋
を
手
が
か
り
に
、
建
物
の
時
期
を
一
三
世
紀
中
頃
と
推
定
し
て
い
る
。

掘
立
柱
建
物
1
の
特
徴
は
、
な
に
よ
り
も
主
柱
の
間
を
小
柱
が
埋
め
る
形
態
に
あ
る
が
、
主
柱
が
屋
根
を
支
え
る
た
め
の
構

造
材
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
小
柱
が
な
ん
の
た
め
の
も
の
な
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
小
柱
の
柱
穴
の
底
部

0 2ｍ
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に
も
石
が
据
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
な
に
か
を
支
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
壁
の
よ
う
な
機
能
を
も

ち
、
建
物
の
密
閉
性
を
高
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
小
柱
に
板
材
な
ど
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
小
柱
の
柱
穴
の
並
び
が
整
然
と
し
て
い
な
い
。
掘
立
柱
建
物
1
は
、
側
柱
建
物
で
あ
り
、
倉
庫

に
一
般
的
に
採
用
さ
れ
る
総
柱
建
物
で
は
な
い
。
総
柱
建
物
が
高
床
構
造
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
側
柱
建

物
で
は
平
地
建
物
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
内
部
が
土
間
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
南
北
が
桁
行
方
向
、
東
西
が
梁
行
方
向
と

考
え
ら
れ
、
現
状
で
は
入
口
が
確
認
で
き
な
い
が
、
後
世
の
破
壊
が
著
し
い
南
東
部
分
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
平
入
の

建
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
主
柱
穴
の
中
間
に
多
く
の
柱
穴
が
あ
る
事
例
は
、
鎌
倉
の
竪
穴
建
物
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、

鈴
木
弘
太
は
竪
穴
建
物
の
Ⅳ
類
に
分
類
し
て
い
る
（
鈴
木 

二
〇
一
三
）。
竪
穴
建
物
で
も
掘
立
柱
建
物
1
と
同
じ
よ
う
な
構
造

を
も
つ
も
の
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
竪
穴
建
物
は
倉
庫
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
掘
立
柱
建
物
1
の
特
色
が

倉
庫
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

掘
立
柱
建
物
2
と
掘
立
柱
建
物
3
は
、
い
ず
れ
も
簡
易
な
建
物
で
、
前
者
が
桁
行
二
間
・
梁
間
二
間
、
後
者
が
桁
行
二
間
・

梁
間
一
間
で
あ
る）

2
（

が
、
後
者
は
南
側
に
一
間
伸
び
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
か
ら
未
完
掘
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（
新
宮
市

教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
前
者
の
柱
穴
は
径
約
三
〇
㎝
、
確
認
面
か
ら
の
深

さ
二
〇
〜
三
〇
㎝
で
、
柱
穴
の
底
部
に
扁
平
な
石
が
据
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
後
者
の
柱
穴
は
径
三
〇
〜
四
〇
㎝
、

確
認
面
か
ら
の
深
さ
三
〇
〜
四
〇
㎝
で
、
柱
穴
の
底
部
に
二
〇
㎝
大
の
扁
平
な
石
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
報
告
書
で
は
、
建
物

の
時
期
を
、
前
者
が
一
三
世
紀
後
半
〜
末
、
後
者
が
中
世
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
前
者
で
は
、
北
側
に
隣
接
し
て
竪
穴
建

物
（
遺
構
七
〇
〇
）、
南
側
に
隣
接
し
て
竪
穴
建
物
（
遺
構
六
九
〇
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
主
軸
方
向
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
相
互
に
関
連
す
る
遺
構
群
と
し
て
把
握
で
き
る
可
能
性
が
高
い
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県

文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
こ
こ
で
は
、
掘
立
柱
建
物
3
に
つ
い
て
は
未
完
掘
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
検
討
対
象
か
ら
は
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ず
し
、
掘
立
柱
建
物
2
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
桁
行
二
間
・
梁
間
二
間
の
総
柱
建
物
で
、
床
を
設
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い

と
み
ら
れ
る
。
き
わ
め
て
小
規
模
な
建
物
で
、
居
住
施
設
で
あ
る
可
能
性
が
排
除
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
倉
庫
、
あ
る
い
は
物

置
と
い
っ
た
機
能
が
想
定
さ
れ
る
。
倉
庫
と
み
ら
れ
る
二
棟
の
竪
穴
建
物
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
掘
立
柱
建
物
2

が
、
い
わ
ば
地
上
式
の
倉
庫
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
規
模
・
構
造
が
ほ
ぼ
同
じ
掘
立
柱
建
物
3
も
、
掘
立
柱
建

物
2
と
同
様
な
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
当
面
は
倉
庫
、
あ
る
い
は
物
置
と
理
解
し
て
お
こ
う
。

以
上
、
掘
立
柱
建
物
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
そ
の
性
格
は
港
湾
管
理
施
設
と
倉
庫
に
二
分
さ
れ
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
倉

庫
は
構
造
か
ら
側
柱
建
物
と
総
柱
建
物
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
機
能
を
異
に
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
が
、
い
ず

れ
も
港
湾
機
能
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
は
、
掘
立
柱
建
物
の
創
建
時
期
で
あ
る
。

大
型
総
柱
建
物
が
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半
、
掘
立
柱
建
物
1
が
一
三
世
紀
中
頃
、
掘
立
柱
建
物
2
が
一
三
世
紀
後

半
〜
末
で
、
い
ず
れ
も
一
三
世
紀
に
遡
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
掘
立
柱
建
物
の
倉
庫
は
、
後
述
す
る

竪
穴
建
物
の
倉
庫
よ
り
も
時
期
的
に
遡
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
倉
庫
が
、
掘
立
柱
建
物
か
ら
竪
穴
建
物
へ
と
変
化

し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
　
竪
穴
建
物
の
意
味
す
る
も
の

報
告
書
で
は
、
竪
穴
建
物
を
「
地
面
を
掘
り
窪
め
た
上
屋
建
物
を
伴
う
施
設
」
と
定
義
し
、「
用
途
と
し
て
は
貯
蔵
施
設
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
地
下
式
倉
庫
と
も
呼
ん
で
い
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財

セ
ン
タ
ー
二
〇
二
一
）。
そ
し
て
、
竪
穴
建
物
を
A
タ
イ
プ
・
B
タ
イ
プ
・
C
タ
イ
プ
の
三
種
類
に
分
類
し
、
A
タ
イ
プ
を

「
石
組
の
も
の
」、
B
タ
イ
プ
を
「
木
材
に
よ
り
床
を
含
め
た
土
台
を
作
っ
て
い
る
も
の
」、
C
タ
イ
プ
を
「
土
台
の
な
い
も
の
」
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と
規
定
す
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
A

タ
イ
プ
が
八
棟
、
B
タ
イ
プ
が
五
棟
、
C
タ
イ
プ
が
一
一
棟
を
数
え
る
と
い
う
。
ま
ず
は
こ
の
分
類
に
従
っ
て
代
表
的
な
遺

構
を
検
討
し
よ
う
。

A
タ
イ
プ
は
、
遺
構
三
〇
〇
を
典
型
と
す
る
タ
イ
プ
で
、
石
垣
に
よ
っ
て
壁
面
が
構
築
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

遺
構
三
〇
〇
は
、
主
室
が
東
西
二・
五
ｍ
、
南
北
二・
〇
ｍ
以
上
、
深
さ
〇・
九
ｍ
を
測
る
が
、
北
部
を
近
代
の
井
戸
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
全
貌
を
知
り
得
な
い
（
第
2
図
）。
主
室
の
南
東
側
に
東
西
一・
三
ｍ
、
南
北
一・
五
ｍ
、
深
さ
〇・
六

第2図　遺構300実測図
（新宮市教育委員会ほか2021年による）

0 2ｍ
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ｍ
の
小
さ
な
部
屋
が
隣
接
し
、
調
査
者
は
昇
降
口
と
み
る
。
ま
た
、
主
室
東
壁
南
寄
り
に
東
西
一･

〇
ｍ
、
南
北
〇･

九
ｍ
の

石
段
を
設
け
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
昇
降
口
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
主
室
の
北
西
部
に
も
小
さ
な
部
屋
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
調
査
者
は
昇
降
口
と
み
る
。
昇
降
口
が
三
箇
所
も
あ
る
理
由
を
、
調
査
者
は
二
度
に
わ
た
る
改
造
が
な
さ
れ
た

結
果
、
昇
降
口
が
南
東
↓
東
壁
南
寄
り
↓
北
西
部
と
移
動
し
た
と
考
え
て
い
る
。
壁
面
は
、
石
垣
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
石
材

の
花
崗
斑
岩
は
熊
野
川
流
域
に
産
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
昇
降
口
と
さ
れ
る
主
室
南
東
側
の
部
屋
の
床
面
を
精
査
し
た
結

果
、
南
辺
の
東
西
端
か
ら
、
径
二
五
㎝
、
深
さ
約
二
〇
㎝
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、
調
査
者
は
昇
降
口
に
も
屋
根
が
あ
っ
た
痕
跡

と
み
て
い
る
。
確
か
に
、
昇
降
口
に
屋
根
が
な
い
と
倉
庫
内
部
に
雨
水
が
流
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
倉
庫
と
し
て
十
全
な
機
能

を
発
揮
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
昇
降
口
か
ど
う
か
に
疑
問
が
あ
り
、
構
造
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
少

な
く
と
も
、
主
室
南
東
側
の
部
屋
は
、
主
室
の
半
分
ほ
ど
の
広
さ
で
は
あ
る
が
、
独
立
し
た
空
間
を
形
成
し
て
お
り
、
昇
降
の

た
め
だ
け
の
施
設
に
は
み
え
な
い
。
ま
た
、
床
面
に
掘
ら
れ
た
土
坑
か
ら
中
国
銭
一
〇
枚
を
検
出
し
、
調
査
者
は
地
鎮
の
た
め

の
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。
中
国
銭
は
、
最
古
の
も
の
が
開
元
通
寶
、
最
新
の
も
の
が
永
楽
通
寶
で
あ
る
。
遺
構
三
〇
〇
は
、

銭
貨
を
は
じ
め
と
す
る
出
土
遺
物
か
ら
一
五
世
紀
後
半
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
者
は
A
タ
イ
プ
の
存
続
期
間
を
一
四

世
紀
末
〜
一
六
世
紀
前
半
と
し
て
い
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。

A
タ
イ
プ
は
基
本
的
に
中
世
後
期
の
遺
構
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

B
タ
イ
プ
は
、
遺
構
七
六
〇
を
典
型
と
す
る
タ
イ
プ
で
、
建
物
が
木
製
の
組
物
で
構
成
さ
れ
、
柱
穴
を
も
た
な
い
点
に
特

色
が
あ
る
。
調
査
者
の
「
木
材
に
よ
り
床
を
含
め
た
土
台
を
作
っ
て
い
る
も
の
」
と
い
う
規
定
は
、
わ
か
り
に
く
く
、「
木
製

の
組
物
で
構
成
さ
れ
、
柱
穴
を
も
た
な
い
も
の
」
な
ど
と
規
定
し
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
さ
て
、
遺
構
七
六
〇
は
、
東
西
四
・

六
ｍ
、
南
北
三・
一
ｍ
、
深
さ
一・
三
五
ｍ
を
測
る
平
面
長
方
形
プ
ラ
ン
の
遺
構
で
あ
る
（
第
3
図
）。
火
災
で
焼
失
し
た
建
物

で
、
炭
化
し
た
建
築
部
材
が
残
り
、
建
物
の
一
部
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
竪
穴
建
物
の
床
面
に
南
北
方
向
に
五
本
の
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第3図　遺構760実測図
（新宮市教育委員会ほか2021年による）

「
転
ば
し
根
太
」
を
六
五
㎝
間
隔
で
置
き
、
東
西
方
向
に
幅
約
二
〇
㎝
の
板
材
を
載
せ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
三
隅
で
垂
直
に

立
ち
上
が
る
径
約
一
二
㎝
の
細
い
杭
状
の
組
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
構
造
的
に
判
断
し
て
四
隅
か
ら
杭
状
の
構
造
物
が
立
ち

上
が
り
、
上
屋
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
壁
面
に
は
、
幅
約
一
〇
㎝
、
厚
さ
約
一
㎝
の
横
板
が
四
方
に
巡
ら
さ
れ

て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
上
に
も
同
様
の
横
板
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
東
西
方
向
で
は
、
長
辺

0 2ｍ
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に
あ
た
る
の
で
中
間
地
点
に
補
強
の
た
め
の
幅
約
一
五
㎝
、
厚
さ
約
二
㎝
の
厚
め
の
板
が
装
着
さ
れ
て
い
た
。
火
災
に
遭
遇
し

た
た
め
、
床
面
は
約
五
㎝
の
焼
土
に
覆
わ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
土
塊
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
者
は
土
壁
が
存
在
し
た

と
推
測
し
て
い
る
。
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
組
物
で
構
築
さ
れ
た
建
物
で
、
外
壁
を
土
壁
と
す
る
も
の
は
、
今
日
で
は
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
中
世
に
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
床
面
の
下
層
に
は
径
二
〜
五
㎝
の
礫
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
調

査
者
は
防
湿
効
果
を
狙
っ
た
施
設
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
、
使
用
さ
れ
た
材
木
は
、
樹
種
鑑
定
の
結
果
、
杉
材
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
と
こ
ろ
で
、
遺
構
七
六
〇

に
は
昇
降
口
ら
し
き
施
設
は
存
在
せ
ず
、
調
査
者
が
い
う
よ
う
に
梯
子
な
ど
を
利
用
し
て
出
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
様

な
こ
と
は
他
の
遺
構
に
つ
い
て
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
遺
構
七
六
〇
は
、
出
土
遺
物
か
ら
一
三
世
紀
か
ら
一
四

世
紀
前
半
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
者
は
B
タ
イ
プ
の
存
続
期
間
を
一
四
〜
一
五
世
紀
と
み
て
い
る
（
新
宮
市
教
育
委

員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
し
か
し
、
遺
構
七
六
〇
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
出
現
時
期

は
一
三
世
紀
末
ま
で
遡
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

C
タ
イ
プ
は
、
遺
構
六
九
〇
を
典
型
と
す
る
タ
イ
プ
で
、
柱
建
ち
の
建
物
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
当
然
、
床
面
に
柱

穴
の
痕
跡
が
あ
り
、
B
タ
イ
プ
と
明
確
に
区
分
で
き
る
。
調
査
者
の
「
土
台
の
な
い
も
の
」
と
い
う
規
定
だ
け
で
は
、
C
タ

イ
プ
の
概
念
規
定
と
し
て
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
柱
建
ち
の
竪
穴
建
物
と
規
定
し
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
て
、

遺
構
六
九
〇
は
、
東
西
三・
〇
ｍ
、
南
北
四・
〇
ｍ
、
深
さ
は
検
出
面
か
ら
〇・
三
ｍ
を
測
る
（
第
4
図
）。
四
隅
に
径
二
〇
〜

三
〇
㎝
、
深
さ
約
七
〇
㎝
の
柱
穴
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
斜
め
外
側
へ
延
び
る
こ
と
か
ら
、
柱
は
傾
斜
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
北
辺
で
は
、
中
央
部
に
も
柱
穴
が
あ
り
、
上
屋
を
支
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
南
辺
で
は
柱
穴
が
な

く
、
入
口
と
し
て
開
口
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
C
タ
イ
プ
は
、
竪
穴
建
物
と
掘
立
柱
建
物
が

一
体
化
し
た
よ
う
な
建
物
で
あ
り
、
地
上
に
建
て
ら
れ
れ
ば
掘
立
柱
建
物
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
予
測
で
き
る
。
床
面
の
四
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周
に
は
、
幅
約
一
〇
㎝
、
深
さ
約
一
〇
㎝
弱
の
溝
が
巡
る

が
、
排
水
施
設
で
あ
ろ
う
。
昇
降
口
は
問
題
と
さ
れ
て
い

な
い
が
、
検
出
面
が
削
平
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
調
査
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
本
来
は
深
さ
約
一
ｍ
以
上

あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
い
き
な
り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
深

さ
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
遺
構
六
九
〇
は
、
出
土
し

た
伊
勢
型
鍋
の
年
代
観
を
手
が
か
り
に
一
五
世
紀
前
半
と
判

断
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
者
は
C
タ
イ
プ
の
存
続
期
間
を

一
四
世
紀
前
期
か
ら
一
六
世
紀
中
頃
と
み
て
い
る
（
新
宮

市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン

タ
ー 

二
〇
二
一
）。
C
タ
イ
プ
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
営

ま
れ
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
世
前
期
に
存
在
し
た
竪
穴
建
物
は
、
B

タ
イ
プ
と
C
タ
イ
プ
で
あ
り
、
最
初
に
出
現
し
た
の
は

C
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
と
調
査
者
は
考
え
て
い
る
（
新
宮

市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン

タ
ー 

二
〇
二
一
）。

柱
建
ち
の
C
タ
イ
プ
は
、
博
多
や
鎌
倉
な
ど
、
各
地
で

確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
竪
穴
建
物
と
し
て
一
般
的

第4図　遺構690実測図
（新宮市教育委員会ほか2021年による）

0 2ｍ
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な
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
竪
穴
建
物
の
伝
統
は
、
大
げ
さ
に
い
え
ば
縄
文
時
代
か
ら
連
綿
と
続
い
て
お
り
、
そ
の
主
流
が
柱

建
ち
の
建
物
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
柱
穴
を
も
た
な
い
竪
穴
建
物
は
、
平
安
時
代
に
多
く
出
現
す
る

が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
建
物
で
あ
っ
た
か
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
例
外
的
な
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
傾
向
を
否
め
な
い
。
C

タ
イ
プ
が
典
型
的
な
竪
穴
建
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
竪
穴
建
物
の
多
く
が
生
活
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
の
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
建
物
は
、
通
常
と
は
異
な
っ
た
用
途
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
組
物
で
あ
る
B
タ
イ
プ
は
、
一
種
の
箱
で
あ
り
、
通
常
の
建
築
と
は
構
造
を
異
に
し
て
い
る
。
現
代
的
な
視
点
で

評
価
す
れ
ば
コ
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
B
タ
イ
プ
は
、
鈴
木
弘
太
の
竪
穴
建
物
分
類
の
第
Ⅲ
類

に
該
当
し
、
鈴
木
は
「
杭
で
板
壁
を
支
え
る
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
（
鈴
木 

二
〇
一
三
）。
同
様
な
構
造
の
竪
穴
建
物
は
、

鎌
倉
で
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
遺
跡
で
は
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
B

タ
イ
プ
は
鎌
倉
の
竪
穴
建
物
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
り
、
鎌
倉
系
竪
穴
建
物
と
い
う
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
当
然
、
鎌
倉
に
お
け
る
B
タ
イ
プ
の
盛
行
を
前
提
に
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
工
人
の
問
題
を
含

め
鎌
倉
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
鎌
倉
に
お
け
る
B
タ
イ
プ
の
竪
穴
建
物
は
、
町
屋

と
し
て
利
用
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
す
べ
て
が
倉
庫
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
点
、
新
宮

城
下
町
遺
跡
で
は
町
屋
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
倉
庫
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
鎌
倉
と
の
違
い
が
な
い
わ
け
で
も

な
い
。

中
世
後
期
に
出
現
し
た
A
タ
イ
プ
は
、
そ
れ
ま
で
の
B
タ
イ
プ
・
C
タ
イ
プ
と
異
な
り
、
石
垣
を
多
用
す
る
点
に
特
色
が

あ
る
。
し
か
も
、
調
査
者
は
昇
降
口
と
み
な
す
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
副
室
と
で
も
い
う
べ
き
施
設
が
附
随
し
、
数
室
が
複
合

す
る
形
態
が
み
ら
れ
る
点
で
、
あ
き
ら
か
に
B
タ
イ
プ
・
C
タ
イ
プ
と
は
異
質
で
あ
る
。
B
タ
イ
プ
・
C
タ
イ
プ
は
、
構
造
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は
と
も
か
く
、
基
本
的
に
一
室
で
完
結
し
て
お
り
、
副
室
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。
A
タ
イ
プ
と
類
似
し
た
竪
穴
建
物
は
、
和

歌
山
県
岩
出
市
根
来
寺
遺
跡
で
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
在
地
系
竪
穴
建
物
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い

ま
、
根
来
寺
の
事
例
と
詳
細
な
比
較
を
お
こ
な
う
紙
幅
を
も
た
な
い
が
、
中
世
後
期
と
い
う
同
時
代
性
に
も
注
目
し
て
お
き 

た
い
。

と
こ
ろ
で
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
の
竪
穴
建
物
は
、
中
世
前
期
に
は
B
タ
イ
プ
・
C
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
が
、
中
世
後
期
に
は

A
タ
イ
プ
が
主
体
を
占
め
た
。
一
般
的
な
形
態
で
あ
る
C
タ
イ
プ
の
系
譜
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
B
タ
イ
プ
は
鎌
倉
に

特
色
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
鎌
倉
幕
府
の
存
在
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
B
タ
イ
プ
の

竪
穴
建
物
を
倉
庫
と
し
て
利
用
し
た
例
は
、
鎌
倉
の
前
浜
に
顕
著
で
あ
り
、
律
僧
の
関
与
が
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

熊
野
と
律
僧
の
関
係
は
い
ま
ひ
と
つ
明
瞭
で
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
B
タ
イ
プ
が
鎌
倉
系
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
C
タ
イ
プ

が
博
多
な
ど
西
日
本
の
影
響
の
も
と
に
築
造
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
し
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、

東
日
本
と
西
日
本
の
海
運
勢
力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
地
点
と
し
て
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
、
即
ち
新
宮
湊
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
中
世
前
期
に
は
熊
野
以
外
の
地
方
か
ら
の
影
響
が
強
か
っ
た
竪
穴
建
物
で
あ
る
が
、
中
世

後
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
B
タ
イ
プ
・
C
タ
イ
プ
を
駆
逐
し
、
A
タ
イ
プ
が
台
頭
す
る
。
つ
ま
り
、
地
域
外
の
形
態
を

排
除
し
て
、
在
地
系
の
形
態
が
卓
越
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
潜
ん
で
い
る
か
、
よ
り
巨
視
的
な
視

点
に
立
ち
、
文
献
史
学
の
成
果
も
織
り
込
み
な
が
ら
、
探
求
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
　
中
世
港
湾
の
空
間
構
造
と
性
格

さ
て
、
以
上
検
討
し
て
き
た
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
建
物
は
、
ど
の
よ
う
な
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
北
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に
走
る
道
路
を
基
準
に
、
建
物
の
配
置
を
整
理
し
、
景
観
に
迫
ろ
う
（
第
5
図
）。
道
路
は
、
北
端
が
熊
野
川
に
向
け
て
延
び

て
お
り
、
熊
野
川
と
内
陸
を
繋
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
熊
野
川
に
近
い
一
段
下
が
っ
た
面
か
ら
は
、
中
世
後
期
の

階
段
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
川
と
陸
を
繋
ぐ
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
当
然
、
人
々
が
行
き
交
い
、
物
資
が
運
ば
れ
た
は
ず

で
あ
る
。
道
路
は
、
そ
う
し
た
交
通
・
交
易
の
機
能
の
ほ
か
、
遺
跡
地
の
東
西
を
区
画
し
、
空
間
の
境
界
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
た
。
空
間
構
造
の
解
明
に
際
し
て
道
路
に
注
目
す
る
の
は
、
道
路
が
そ
う
し
た
境
界
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
た
か
ら
で

あ
る
。

ま
ず
、
掘
立
柱
建
物
に
つ
い
て
整
理
し
、
空
間
に
占
め
る
位
置
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
掘
立
柱
建
物
の
う
ち
大
型
総

柱
建
物
は
、
道
路
の
東
側
南
半
分
に
位
置
す
る
が
、
こ
の
場
所
に
は
後
世
に
も
竪
穴
建
物
は
建
設
さ
れ
な
い
。
大
型
総
柱
建
物

が
、
管
理
施
設
的
な
機
能
を
も
ち
、
武
家
が
関
与
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
港
湾
全
体
で
も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、
管
理
・
支
配
の
場
で
あ
り
、
権
威
的
な
空
間
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
掘
立
柱
建
物
の
う
ち
掘

立
柱
建
物
1
・
2
・
3
は
、
道
路
の
西
側
に
位
置
し
、
多
く
の
竪
穴
建
物
と
混
在
し
て
い
る
。
掘
立
柱
建
物
1
・
2
・
3
は
、

倉
庫
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
倉
庫
と
み
ら
れ
る
竪
穴
建
物
と
同
じ
エ
リ
ア
に
所
在
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
そ
の
可
能
性
の
高
さ
が
実
証
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
掘
立
柱
建
物
は
、
大
型
総
柱
建
物
と
掘
立

柱
建
物
1
・
2
・
3
で
性
格
を
異
に
し
、
港
湾
の
空
間
に
占
め
る
位
置
も
異
な
る
。

つ
い
で
、
竪
穴
建
物
に
つ
い
て
整
理
し
、
空
間
に
占
め
る
位
置
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
B
タ
イ
プ
・
C
タ
イ
プ
の

竪
穴
建
物
は
、
道
路
の
西
側
南
半
分
に
集
中
し
、
中
世
前
期
の
倉
庫
群
を
形
成
す
る
。
B
タ
イ
プ
と
C
タ
イ
プ
で
は
、
建
物

の
構
造
が
異
な
り
、
上
屋
構
造
も
異
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
外
観
を
異
に
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
景
観
上
両
者
は
区
分
で
き
た

は
ず
で
、
建
物
の
系
譜
関
係
が
判
然
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
B
タ
イ
プ
が
鎌
倉
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ

と
は
、
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
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第
5
図
　
遺
跡
全
体
図
　
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
ほ
か
2021

年
に
よ
る
）
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そ
れ
に
対
し
て
、
A
タ
イ
プ
の
竪
穴
建
物
は
、
道
路
の
東
西
を
問
わ
ず
北
側
に
集
中
し
、
熊
野
川
に
沿
っ
た
分
布
を
み
せ

る
。
A
タ
イ
プ
の
竪
穴
建
物
は
、
中
世
後
期
の
所
産
で
あ
り
、
中
世
前
期
と
は
竪
穴
建
物
の
分
布
域
が
異
な
る
こ
と
が
分
か

る
。
中
世
前
期
に
は
道
路
の
西
側
南
半
分
に
位
置
し
て
い
た
倉
庫
群
は
、
中
世
後
期
に
は
熊
野
川
沿
い
の
北
側
に
集
中
す
る
よ

う
に
な
り
、
移
動
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
移
動
の
要
因
は
、
川
に
近
く
、
運
搬
に
便
利
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
要
は
、

荷
物
運
搬
の
利
便
性
が
、
倉
庫
の
位
置
を
変
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
世
前
期
に
川
か
ら
遠
い
場
所
に
あ
っ
た
の

は
、
何
よ
り
も
荷
物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
中
世
後
期
に
は
安
全
性
よ
り
も
利
便

性
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

倉
庫
群
は
、
中
世
前
期
と
後
期
で
場
所
を
異
に
す
る
が
、
基
本
的
に
は
中
世
後
期
に
空
間
的
に
拡
大
し
た
も
の
と
捉
え
て
大

過
な
か
ろ
う
。
な
お
、
個
々
の
竪
穴
建
物
の
広
さ
も
、
中
世
後
期
の
方
が
広
く
、
総
体
と
し
て
倉
庫
の
面
積
が
広
く
な
っ
た
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
物
資
の
収
蔵
量
が
増
加
し
た
と
い
う
背
景
が
予
測
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
本
稿
で
は
検
討
し
な
か
っ
た
が
、
径
約
一・〇
ｍ
前
後
、
深
さ
一・五
ｍ
以
上
の
大
型
土
坑
が
第
二
次
調
査
だ
け
で

一
八
基
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）。
柱
痕
な
ど

は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
井
戸
な
ど
の
施
設
の
可
能
性
も
低
く
、
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
道
路
の
西
側
に
沿
っ
て
、
大

型
土
坑
が
列
を
な
し
て
並
ん
で
い
る
箇
所
も
あ
り
、
単
独
で
機
能
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
底
面
が
平
坦
な

も
の
が
多
く
、
貯
蔵
穴
的
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
竪
穴
建
物
な
ど
と
の
違
い
が
曖
昧
に
な
り
、
俄
か

に
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
性
格
が
不
明
な
た
め
、
議
論
の
俎
上
に
載
せ
に
く
い
が
、
一
応
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
存
在
で
あ
る
。
道
路
沿
い
に
集
中
し
て
い
る
が
、
西
側
内
部
に
も
多
く
分
布
し
て
お
り
、
道
路
際
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
時
期
的
に
は
、
中
世
前
期
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
中
世
前
期
の
空
間
を
考
え
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
存

在
で
あ
る
。
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ま
た
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
の
が
、
鍛
冶
遺
構
で
あ
る
。
鍛
冶
遺
構
は
、
大
部
分
の
遺
構
が
存
在

す
る
面
よ
り
も
、
一
段
熊
野
川
側
に
下
が
っ
た
低
い
面
に
所
在
す
る
。
確
認
調
査
で
存
在
が
知
ら
れ
た
が
、
発
掘
調
査
報
告
書

に
は
詳
し
い
報
告
が
な
く
、
わ
ず
か
な
記
述
に
よ
っ
て
概
要
が
判
明
す
る
の
み
で
あ
る
。
被
熱
し
た
鍛
冶
炉
と
考
え
ら
れ
る
土

坑
が
あ
り
、
付
近
に
焼
土
面
が
確
認
さ
れ
、
鉄
滓
や
坩
堝
が
出
土
し
て
お
り
、
鍛
冶
工
房
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

坩
堝
を
使
用
す
る
の
は
鍛
冶
で
は
な
く
、
鋳
物
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鋳
造
工
房
の
存
在
も
予
想
で
き
る
。
鉄
滓
が
、
鍛
冶
滓

か
ど
う
か
記
述
が
な
く
、
鍛
冶
工
房
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
不
安
が
残
る
が
、
船
釘
の
出
土
が
鍛
冶
工
房
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
示
す
。
時
期
は
中
世
後
期
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
、「
こ
の
付
近
か
ら
は
船
釘
も
複
数
本
確
認
さ
れ
て
い
る
」（
新
宮

市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
）
と
い
い
、
鍛
冶
遺
構
が
和
船
の
造
船
に
関
連
す

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
鍛
冶
工
房
は
造
船
所
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
、
和
船
の
建
造
や
修
理
を

お
こ
な
う
港
湾
施
設
が
存
在
し
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、
船
が
着
岸
す
る
場
所
に
隣
接
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
が
、
和
船
の
生
産
や
修
理
を
お
こ
な
う
工
房
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
空
間
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
と
、
中
世
前
期
に
は
道
路
東
側
南
部
に
管
理
施
設
が
設
け
ら
れ
、
道
路
西
側
中
央

部
に
掘
立
柱
建
物
の
倉
庫
、
南
部
に
竪
穴
建
物
の
倉
庫
が
営
ま
れ
た
。
道
路
の
西
側
に
は
大
型
土
坑
が
掘
削
さ
れ
た
が
、
機
能

や
性
格
が
不
明
な
た
め
、
位
置
づ
け
が
難
し
い
。
大
型
土
坑
が
、
道
路
の
西
側
に
沿
っ
て
並
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
も
偶

然
で
は
な
く
、
な
に
が
し
か
の
現
象
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
は
具
体
的
な
説
明
が
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
道
路
を
隔
て
て
、
東
側
に
管
理
施
設
、
西
側
に
掘
立
柱
建
物
と
竪
穴
建
物
の
倉
庫
が
配
さ
れ
て
い
た
。
道
路
を
境
に
、

東
西
で
性
格
の
異
な
る
建
物
が
配
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
あ
る
程
度
の
計
画
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
世
後
期
に
は
、
道
路
東
側
南
部
の
管
理
施
設
は
一
五
世
紀
ま
で
継
続
す
る
が
、
一
六
世
紀
に
は
廃
絶
す
る
。
ま
た
、
掘
立

柱
建
物
の
倉
庫
は
廃
絶
す
る
が
、
竪
穴
建
物
の
倉
庫
は
熊
野
川
寄
り
を
中
心
に
広
が
り
を
み
せ
、
数
も
大
幅
に
増
加
す
る
。
熊
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野
川
沿
い
の
一
段
低
い
面
で
は
、
降
り
る
た
め
の
階
段
が
設
け
ら
れ
、
熊
野
川
と
内
陸
部
を
繋
ぐ
道
路
が
整
備
さ
れ
た
。
ま

た
、
同
一
面
に
は
、
造
船
所
が
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
鍛
冶
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
造
船
関
係
の
工
房

が
散
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
他
の
場
所
と
は
異
な
っ
た
景
観
を
み
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
よ
り
も
よ
り
熊
野

川
に
近
い
場
所
は
、
船
を
着
岸
す
る
た
め
の
港
湾
そ
の
も
の
で
、
着
岸
エ
リ
ア
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
新
宮

城
下
町
遺
跡
は
、
港
湾
そ
の
も
の
こ
そ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

倉
庫
に
貯
蔵
さ
れ
た
も
の
が
な
に
か
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
手
が
か
り
は
な
く
、
推
測
に
委
ね
る
し
か
な
い
。

た
だ
、
出
土
し
た
多
く
の
遺
物
が
、
人
や
も
の
の
移
動
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
輸
入
陶
磁
で
は
、
中
世
前
期
に

は
青
磁
・
白
磁
が
一
定
量
を
占
め
て
い
る
が
、
中
世
後
期
の
青
花
（
染
付
）
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
青
花
（
染
付
）
は
、

一
般
に
一
六
世
紀
に
多
く
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
敷
衍
す
れ
ば
、
一
六
世
紀
に
新
宮
城
下
町
遺
跡
が
衰
退
し
て
い

る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
陶
磁
で
は
、
中
世
前
期
・
後
期
を
通
し
て
常
滑
が
圧
倒
的
に
多
く
、
瀬
戸
や

備
前
な
ど
は
中
世
後
期
に
比
重
を
増
す
。
ま
た
、
東
播
系
中
世
須
恵
器
や
東
海
系
の
山
茶
碗
も
一
定
量
が
確
認
さ
れ
、
東
西
か

ら
の
物
資
の
流
入
が
想
定
で
き
る
。
西
日
本
の
瓦
器
や
東
海
の
伊
勢
型
鍋
な
ど
の
流
入
も
顕
著
で
、
東
西
の
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
が
、
時
期
的
に
は
中
世
後
期
に
属
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
竪
穴
建
物
の
形
態
を
み
れ
ば
、
中
世
前
期
に
は
鎌
倉
系
の
竪
穴
建
物
の
存
在
が
目
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
中
世

後
期
に
は
在
地
系
の
竪
穴
建
物
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
東
西
の
交
流
は
表
立
っ
て
は
目
立
た
な
く
な
る
。
中
世
前

期
に
発
揮
さ
れ
て
い
た
竪
穴
建
物
の
地
域
性
は
、
中
世
後
期
に
入
っ
て
明
瞭
で
は
な
く
な
り
、
在
地
色
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
現
象
を
、
文
字
通
り
在
地
勢
力
の
台
頭
と
位
置
づ
け
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
中
世
前
期
と
異
な
っ
た
状
況
が
出
現
し
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
港
湾
の
管
理
体
制
を
含
め
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て
、
中
世
前
期
と
後
期
で
は
、
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
世
前
期
に
突
出
し
て
い
た
大
型
総
柱
建
物
は
、
中
世
後
期
の
ど
こ
か
で
衰
退
し
、
一
六
世
紀
ま
で
に
は
廃
絶
し
た
と
み
ら

れ
る
。
大
型
総
柱
建
物
は
、
港
湾
管
理
施
設
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
港
湾
管
理
の
中
枢
的
な
機
能
を
発

揮
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
施
設
が
衰
退
す
る
過
程
で
、
倉
庫
と
み
ら
れ
る
竪
穴
建
物
が
増
加
す
る
現
象
は
、
管
理
が

行
き
届
か
な
い
状
況
が
出
来
し
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
。
一
六
世
紀
に
廃
絶
す
る
要
因
は
、
管
理
体
制
が
弛
緩
し

た
こ
と
に
求
め
ら
れ
、
一
見
隆
盛
期
を
迎
え
た
一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
の
状
況
の
な
か
に
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら 

れ
る
。

最
後
に
、
港
湾
遺
跡
と
し
て
の
新
宮
城
下
町
遺
跡
が
、
ど
の
程
度
の
規
模
の
港
湾
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討

を
加
え
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
中
国
陶
磁
の
出
土
量
が
、
具
体
的
な
数
字
を
把
握
し
に
く
い
が
、
全
遺
物
量
の
数
％
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
博
多
な
ど
と
異
な
り
、
新
宮
湊
が
中
国
陶
磁
の
流
通
上
に
果
た
し
た
役
割
が
低
か
っ
た
こ

と
を
暗
示
す
る
。
第
二
に
、
日
本
陶
磁
の
出
土
量
が
、
と
り
わ
け
常
滑
の
出
土
量
が
約
八
〇
％
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
東
海
地
方
か
ら
の
物
資
の
輸
送
量
の
多
さ
を
物
語
る
と
と
も
に
、
国
内
交
通
上
に
果
た
し
た
役
割
が
小
さ
く
な
か
っ

た
こ
と
を
示
す
。
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
畿
内
と
東
海
を
繋
ぐ
上
で
交
通
上
重
要
な
要
衝
を
占
め
た
が
、
国
際
的
な
貿
易
港

と
し
て
は
成
長
し
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
国
際
的
な
発
展
の
可
能
性
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
の
東
南
に
あ
る
蓬
莱
山
御
正

体
埋
納
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
中
国
銭
貨
が
物
語
っ
て
い
る
。
蓬
莱
山
御
正
体
埋
納
遺
跡
は
、
鏡
像
や
懸
仏
を
埋
納
し
た
中
世
の

遺
跡
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
銭
貨
に
祟
寧
通
宝
一
枚
、
祟
寧
重
宝
二
枚
、
煕
寧
重
宝
二
枚
、
煕
寧
元
宝
二
枚
が
含
ま

れ
て
い
た
（
新
宮
市
教
育
委
員
会 

二
〇
一
九
）。
祟
寧
通
宝
は
、
祟
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
初
鋳
の
北
宋
銭
で
、
当
十
銭
で
あ

る
。
博
多
・
太
宰
府
・
沖
縄
今
帰
仁
城
な
ど
で
類
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
祟
寧
重
宝
は
、
祟
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
初
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鋳
の
北
宋
銭
で
、
当
十
銭
で
あ
る
。
煕
寧
重
宝
は
、
煕
寧
四
年
（
一
〇
七
一
）
初
鋳
の
北
宋
銭
で
、
折
二
銭
で
あ
る
。
や
は
り

博
多
・
太
宰
府
・
沖
縄
今
帰
仁
城
な
ど
で
類
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
煕
寧
元
宝
は
、
煕
寧
元
年
（
一
〇
六
八
）
初
鋳
の

北
宋
銭
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
祟
寧
通
宝
と
祟
寧
重
宝
が
当
十
銭
、
煕
寧
重
宝
が
折
二
銭
で
、
日
本
国
内
で
流
通
し
な
か
っ
た

大
型
の
銭
貨
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
流
通
し
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
博
多
・
太
宰
府
・
沖
縄
今
帰
仁
城
な
ど
流
通

の
拠
点
で
出
土
し
て
お
り
、
中
国
人
の
移
動
な
ど
に
と
も
な
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
蓬
莱
山

御
正
体
埋
納
遺
跡
出
土
の
中
国
銭
貨
は
、
新
宮
湊
に
中
国
人
が
来
訪
し
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
、
新
宮
湊
が
東
ア
ジ
ア
に
開

か
れ
た
港
湾
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
、

お
わ
り
に

以
上
、
和
歌
山
県
新
宮
市
新
宮
城
下
町
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
、
中
世
の
港
湾
遺
跡
と
し
て
の
特
質
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
中
世
の
港
湾
遺
跡
の
実
態
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
迫
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
世
前
期
に
港
湾
と
し
て
開
か
れ
た
時
点
で
は
、
中
央
の
道
路
を
挟
ん
で
東
側
に
管
理
施
設
で
あ
る
大
型
総
柱
建
物
、
西
側

に
倉
庫
で
あ
る
掘
立
柱
建
物
と
竪
穴
建
物
が
配
さ
れ
、
統
一
さ
れ
た
港
湾
施
設
と
し
て
出
発
し
た
。
竪
穴
建
物
に
は
、
普
遍
的

な
も
の
と
、
鎌
倉
系
の
も
の
が
み
ら
れ
、
東
西
の
交
流
が
視
覚
的
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。

中
世
後
期
に
は
、
管
理
施
設
の
衰
退
が
始
ま
り
、
熊
野
川
に
近
い
地
点
に
多
く
の
竪
穴
建
物
が
集
中
し
、
一
段
低
い
地
点
に

は
鍛
冶
遺
構
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
鍛
冶
遺
構
は
造
船
所
に
と
も
な
う
も
の
と
み
ら
れ
、
造
船
や
修
理
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

新
宮
湊
は
、
基
本
的
に
は
国
内
の
海
運
の
港
湾
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
国
際
的
な
契
機
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
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は
近
く
の
蓬
莱
山
御
正
体
埋
納
遺
跡
出
土
の
中
国
銭
貨
か
ら
実
証
さ
れ
る
。

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
山
本
殖
生
、南
由
起
、小
林
高
太
の
各
氏
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

註（
１
） 新
宮
城
下
町
遺
跡
の
名
称
は
、
新
宮
城
の
城
下
町
全
体
を
指
す
の
が
本
来
の
使
用
法
で
あ
り
、
正
確
に
は
新
宮
城
下
町
遺
跡
新
宮
市

文
化
複
合
施
設
地
点
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
２
） 報
告
書
で
は
一
間
・
一
間
と
す
る
が
、
実
測
図
を
み
る
と
、
誤
解
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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